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１． 研究の背景と目的 

本研究では、墨田区における路地園芸の緑地としての性質や、

人々が路地園芸とどのように関わっているのかを明らかにす

ることが目的である。墨田区では京島地区や向島地区を中心

に昔ながらの街並みや建築物が残されている。道幅が狭く大

型車両が入れないことや木造住宅が密集していることから延

焼の危険があり再開発が進行中である一方で、木造の長屋や

路地における私的な活動の滲み出しなどの下町特有の景観が

継承されている希少な場所でもある。特に路地園芸は私的な

活動でありながら、街の印象に大きく影響すると考えられる。

緑地の少ない墨田区において路地園芸を地域の緑地と捉え、

緑地としての性質や人々がどのように関わっているか、どの 

ような問題を抱えているかなどを明らかにすることに意義が

あると考えた。 

２． 研究の対象 

研究の対象として、京島地区の旧農道沿いの民家の行う路地

園芸を対象とし、植物種や鉢の置かれ方の記録、そして実測

からでは把握しきれない路地園芸の実態についてアンケート

を行った。また、墨田区内において大きな緑地である向島百

花園に着目し、インタビューを行い施設内での植物資源や土

壌の扱い方、地域の園芸との関わり方などを明らかにしする

ことで路地園芸と関連づけられる箇所を探る。 

３． 路地園芸の現状調査 

京島地区の旧農道沿いの民家 47 軒（図１）に対して、植物

種と鉢の置き方を写真にて記録し、植物種の性質を追記した。

図１ 植物種とその分類を記録した表の一例    

その後、性質ごとの地域における割合を算出した。 

確認できた植物数が在来種 79に対し外来種 183 となってお

り外来種の割合が⾼い（全体の約 70%）ことがわかる。外来

種ではカネノナルキやカポック、アロエなど熱帯性の多⾁植

物やベゴニア、ニチニチソウなどの花を⽬的とした園芸品種

が多く⾒られた。⼀⽅で在来種ではナンテンやツバキ、アジ

サイなどの⽊本が多く⾒られた。カネノナルキやカポックな

どは在来の⽊本に⽐べて⽐較的背が低いと感じた。これは対

象地の気温などの環境が熱帯植物の成⻑を抑制している可能

性や、鉢の⼤きさが影響している可能性が考えられる。また

トウガラシやネギ、モモなど、食用の草本、⽊本が 13%を占

めた。ベゴニア、ニチニチソウ、ハイビスカス、バラ類など

をはじめとする多種の園芸品種は地域の昆⾍の重要な蜜源と

なっていると考えられる。また、近い家の地先園芸同⼠で植

えられている植物共通点が⾒られる場合があることから、近

所同⼠で植物を株分けし合っている可能性や、種⼦散布によ

って分布範囲が広がっている可能性も推測できる。 

図１ 調査を行った 47 軒のプロット図 Arc GISより作成 

図２ 植物の性質ごとの分類（在来/外来・食用/観賞・木本/一年草/多年草） 

４． 路地園芸に関するアンケート 

(1) 仮説 

先行研究と実地調査から得られた結果の原因として、３つの

仮説を立てた。 

Ⅰ. 路地園芸で扱われる植物の選定基準 

路地園芸で外来の植物の割合が高いのは、住民が外来種を好

んで用いるなんらかの理由があるからである。 

Ⅱ. 路地園芸の地域性 

対象地内で扱われる路地園芸植物が似通っているのは、同じ
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ニチニチソウ 一年 マダガスカル鑑賞

ラベンダー 多年 地中海 鑑賞
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インパチェンス 一年 アフリカ 鑑賞

ハイビスカス 多年 外来 鑑賞

写真
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店で植物を買っているから、または近所同士で植物の種や苗

を分け合っているからである。 

Ⅲ. 路地園芸から生まれる社会関係資本 

路地園芸は路地に面しており公共性を持つことから、管理の

上住民同士のコミュニケーションが発生している。また土や

鉢などの園芸に必要なものを共有しており、地域内で資源が

循環している可能性がある。 

以上の仮説を検証するために、アンケートによる調査を実施

した。 

(2) アンケート結果 

園芸活動をしている方の年齢層に関しては回答者の 57%が

70 代以上であり、予想以上に高齢者によって行われている

ことがわかる。よって大きく育った木本類の移動や植え替え、

土の再生などの負担の大きい作業は難しくなっている可能性

がある。路地園芸に用いた植物の入手先は、ホームセンター

や近所の花屋で購入したという回答が 21 件と大半を占めた

が、同時に株分けしてもらったものを植えているという回答

も 14 件あった。（うち買ったものと株分けしたもの両方あ

るという回答が 12 件である）。本調査において回答者の半

数が株分けされた植物を用いていることがわかった。 

植物の入手基準に関しては、植物の見た目と、育てやすさ

が指標になっている場合がほとんどであることがわかった。

在来種か外来種かが選定基準になっていることは少なそうで

あり、外来の植物がその花や葉の色彩の明るさや、高温多湿

な東京の気候であまり手間をかけずに育てられる性質によっ

て選ばれていることが推察される。 

路地園芸に利用する土の入手方法は、ホームセンターや園芸

店、コープで購入するという回答がほとんどであった。ま

た、処分方法については、乾燥させて篩にかけ、新しい土と

混ぜるなどの再利用を行なっている人が３割程度となってお

り、他には公園や空き地、線路に捨てる、土嚢袋に詰める、

処分しないなどの回答が見られた。路地園芸に用いた土や、

剪定枝、落ち葉などをリサイクルできるシステムがあったら

利用したいかという質問は、以下の回答結果となった。本ア

ンケートでは Q6 に回答した人のうち 7割程度がリサイクル

のシステムを希望していた。路地園芸において土の循環が滞

っており、着目すべき点だと感じた。 

 

(3) 仮説の検証 

Ⅰ. 路地園芸で扱われる植物の選定基準 

住民の植物を選ぶ基準が見た目や育てやすさが主であること

から、見た目が華やかであったり、夏は高温多湿である一方

冬は寒く乾燥する東京の路地という環境に適応した植物が選

ばれた結果外来種の割合が高くなっているといえるだろう。 

Ⅱ. 路地園芸の地域性 

地域性の存在はアンケートによりある程度立証された。アン

ケート回答者のうち約半数が株分けされた植物を育てており、

地域内の路地園芸に一定のネットワークがあるということが

できる。 

Ⅲ. 路地園芸から生まれる社会関係資本 

アンケート結果から、路地園芸を行う区民の間で十分なコミ

ュニケーションが生まれていない可能性が指摘できる。株分

けによる植物の広がりはあるものの各々が固有の問題を抱え

ており、地域全体でそれらを受け止めて解決している動きは

本調査の範囲では確認できなかった。近所間でのトラブルも

少なからず発生している可能性がある。公共性のやや高い場

所で行われる路地園芸の管理を通して、地域内での社会関係

資本の構築を検討する必要が考えられる。 

５． 向島百花園へのインタビュー 

向島百花園では植栽管理を行なっている都立公園協会の職

員にお話を伺った。植物の選定基準を伺ったところ、江戸時

代に作られた植物リストを中心に多少は外来種も混ぜて構成

されていることがわかった。また、百花園の中に公開してい

ない圃場があり、そこで古くなった土壌の再生（天日干し、

枯れ枝や落ち葉などと混ぜて保管）を行なったり、一年草の

種を蒔き翌年の苗を育てたりしており、余った苗などは販売

ができないため来園者に非公式で譲渡する程度しかできてい

ないことがわかった。植物の種や苗、枯れ葉や落ち葉などの

植物資源は活用しきれておらず、地域とうまく繋げられるア

イデアがあれば是非提供したいとのお話を伺うことができた。

以前地元の商店街に植物を提供する企画が持ち上がっていた

が頓挫してしまったそうだ。百花園の外に在来の野草を植え

るならば、日射などの問題があり、植栽場所を慎重に選び持

続的に管理しないと枯れてしまうだろうと伺った。 
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